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ご
自
宅
や
住
み
慣
れ
た
施
設
で
の
療

養
を
続
け
て
い
る
方
へ
、
当
院
で
は
訪
問

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
ケ
ア
や
緩

和
医
療
に
携
わ
り
、７
月
に
当
院
へ
入
局

し
た
中
村
紀
彦
先
生
に
、
訪
問
診
療
の

特
徴
や
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

―
中
村
先
生
が
医
師
を
志
し
た
き
っ

か
け
は
？

高
校
生
の
頃
は
科
学
者
を
志
望
し
て

い
た
の
で
す
が
、
自
分
の
能
力
を
鑑
み
た

時
、
化
学
・
物
理
学
の
分
野
で
一
旗
揚
げ
る

に
は
難
し
い
と
思
い
、
ど
う
し
よ
う
か
と

考
え
て
い
た
時
、
教
師
か
ら
医
学
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
医
学
も
科
学
の
一
つ
で
も
あ

り
、
困
っ
て
い
る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
を

助
け
た
い
想
い
か
ら
医
師
を
志
す
よ
う
に

な
り
、
高
校
卒
業
後
、
国
費
制
度
を
使
っ

て
秋
田
大
学
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

―
中
村
先
生
は
、
産
科
や
内
科
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
を
お
持
ち
だ

と
か
。

秋
田
大
学
を
卒
業
し
た
１
９
８
５
年
当

時
は
、
遺
伝
子
工
学
や
細
胞
工
学
を
、
医

学
へ
実
践
的
に
応
用
し
始
め
た
時
代
で
し

た
。
私
も
そ
の
分
野
に
興
味
が
あ
り
、
B

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
た
大
阪
大
学

細
胞
工
学
セ
ン
タ
ー
遺
伝
子
構
造
・
機
能

調
節
部
門
に
大
学
院
生
と
し
て
入
学
し
ま

し
た
。ヒ
ト
内
在
性
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス（
※
）

の
D
N
A
断
片
を
使
い
、
各
染
色
体
を
識

別
す
る
た
め
の
技
術
開
発
研
究
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
胎
芽
や
胎

児
の
発
育
、
胎
盤
形
成
・
発
育
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、
習

慣
流
産
や
子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
の
原
因

に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
精
力
的
に
こ
の
分
野

を
研
究
し
て
い
た
大
阪
大
学
病
院
の
産
婦

人
科
に
入
局
。
臨
床
現
場
に
も
立
ち
、
産

科
医
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

大
阪
大
学
病
院
の
産
婦
人
科
に
は
、
糖

尿
病
や
バ
セ
ド
ウ
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

内
科
的
疾
患
を
合
併
し
た
妊
婦
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
科

の
医
師
ら
と
合
同
で
、
患
者
さ
ま
の
妊
娠

前
後
や
分
娩
、
産
褥
期
を
管
理
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に
内
科
の

知
識
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
た
こ
と
や
、

段
々
と
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て

高
齢
者
の
内
科
的
疾
患
に
関
心
が
移
り
、

内
科
医
に
転
向
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
関

西
や
沖
縄
で
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
な
ど
、
主
に
高
齢
者
の
診
療
に

従
事
し
ま
し
た
。
当
院
に
は
こ
と
し
７
月

に
入
局
し
、
主
に
訪
問
診
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

D
octor's In

terview

患
者
さ
ま
が
穏
や
か
に
安
心
し
て

患
者
さ
ま
が
穏
や
か
に
安
心
し
て

在
宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

在
宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

ご
家
族
と
連
携
し
て
健
康
を
支
え
る

ご
家
族
と
連
携
し
て
健
康
を
支
え
る

訪
問
診
療
科
・
健
診
科

訪
問
診
療
科
・
健
診
科

中
村
中
村  

紀
彦
紀
彦  

先
生
先
生
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―
訪
問
診
療
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

担
当
す
る
患
者
さ
ま
に
は
、
高
齢
の

方
だ
け
で
な
く
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

（
A
L
S
）や
脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
に

よ
っ
て
寝
た
き
り
に
な
り
、
人
工
呼
吸
器

を
つ
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ご
自
宅
や

施
設
に
訪
問
し
た
際
に
は
、
診
察
や
薬

の
処
方
、
気
管
切
開
チ
ュ
ー
ブ
・
胃
ろ
う

チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
、
排
便
排
尿
状
況
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
診
療
を
行
い
ま
す
。

そ
の
様
な
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
病
院
に

行
く
こ
と
は
、
ご
本
人
の
み
な
ら
ず
、

ご
家
族
や
入
居
さ
れ
て
い
る
施
設
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
大
掛
か
り
な
こ
と
な
の
で

す
。
通
院
の
た
め
に
、
付
き
添
い
の
方
が

仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
病
院
を
受
診
で
き

た
と
し
て
も
待
ち
時
間
が
か
か
る
た
め
、

患
者
さ
ま
の
身
体
的
負
担
が
心
配
で
す
。

ま
た
、
介
護
タ
ク
シ
ー
を
使
用
す
る
に
し

て
も
、
料
金
が
か
か
る
上
、
予
約
が
多
い

場
合
だ
と
す
ぐ
に
手
配
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
受
診
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
が
直
接
出

向
い
て
診
療
を
行
う
こ
と
で
病
院
に
行
く

回
数
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患
者

さ
ま
の
中
に
は
入
院
す
る
と
、
寝
床
が
変

わ
っ
た
り
、
緊
張
か
ら
気
持
ち
が
昂
っ
て

し
ま
っ
て
、
睡
眠
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う

方
も
い
ま
す
。
病
室
と
は
違
っ
て
、
自
宅

や
住
み
慣
れ
た
施
設
だ
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ

た
な
ん
て
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
。

―
訪
問
診
療
の
際
に
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
？

患
者
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
支
え
て

い
る
周
囲
の
方
々
に
寄
り
添
っ
て
診
療
を

行
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
施
設
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
も
含
め
て
、一
つ
の
チ
ー
ム
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
我
々
が
伺
う
の
は
、
基

本
的
に
２
週
に
１
回
ほ
ど
。
例
え
ば
、
そ

の
際
に「
最
近
痰
が
増
え
て
色
も
つ
い
て
い

る
」と
、
患
者
さ
ま
の
様
子
を
教
え
て
も

ら
え
る
と
、
肺
炎
な
ど
病
気
の
可
能
性
に

つ
い
て
い
ち
早
く
察
知
し
、
対
策
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
切
な
情
報
共
有
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
が
穏
や
か
に
、
安
定

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
何
で
も
話
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
南
部
徳
洲
会
病
院
に
入
局
し
て
、

印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

入
局
の
前
か
ら
、
担
当
し
て
い
た
患
者

さ
ま
が
当
院
を
救
急
受
診
す
る
こ
と
が

何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、一
度
も
受
け
入

れ
を
断
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、
私
自
身

も
非
常
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ど
の
診
療
科
に
も
そ
の
道
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
医
師
が
い
て
、
専
門
性
の
高
さ

に
驚
き
、
感
動
し
ま
し
た
。
私
も
在
宅
ま

た
は
施
設
で
患
者
さ
ま
の
診
療
を
行
う
こ

と
で
、
当
院
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
注
釈

　
内
在
性
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
宿
主
の

ゲ
ノ
ム
中
に
残
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
・
侵
略

で
あ
り
、
活
動
も
す
る
。

　
ゲ
ノ
ム
と
は
、
遺
伝
子
と
染
色
体
か
ら

合
成
さ
れ
た
言
葉
で
、
D
N
A
の
す
べ
て

の
遺
伝
情
報
の
こ
と
。

Doctor's Interview

訪問診療科・健診科	
中村 紀彦 先生  

《プロフィール》

那覇市出身。秋田大学医学
部卒業。大阪大学病院、市
立吹田市民病院（大阪）、
大浜第二病院、アドベンチ
ストメディカルセンターな
どを経て、今年7月に当院に
入局。英会話のCDを聞くこ
とが日々の息抜き。

　自宅で医療ケアが必要な方や、病気や障害、歩
行困難などで通院が難しくなった方、退院後の療
養生活に不安を抱えた方、ご自宅での療養を希望
される方々が安心して過ごせるよう、定期的にご自
宅や介護施設などに伺って診療を行っています。
　診察や薬の処方だけでなく、気管切開チュー
ブ・胃ろうチューブの定期交換や生活指導、栄養
指導まで幅広く行います。また摂食・摂水状況、
排便・排尿状況、痰の量や色、認知機能などを観
察し、今後の治療方針を立てます。
　ご希望の方はまずはご相談ください。

病院 (098)‐998‐3221（代表）

訪問診療医訪問診療医とは？とは？

住み慣れたご自宅や施設で住み慣れたご自宅や施設で
患者さまを診療し患者さまを診療し、、サポートしますサポートします
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介
護
保
険
で
要
介
護
、
要
支
援
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
当
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
所
。
当
事
業
所
な
ら
で
は
の

特
徴
に
つ
い
て
、
大
城
一
哲
主
任
、
作
業

療
法
士
の
宮
城
志
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

所
の
特
徴
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

大
城  

当
事
業
所
で
は
、
60
代
か
ら
最
高

齢
で
97
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

が
、
歩
行
を
は
じ
め
、
衣
類
の
着
脱
、
入

浴
な
ど
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
必
要
な
動

作
の
回
復
・
向
上
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮
城  

リ
ハ
ビ
リ
は
、
自
転
車
漕
ぎ
や

レ
ッ
グ
プ
レ
ス
な
ど
の
機
械
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
と

ス
ト
レ
ッ
チ
や
関
節
運
動
を
行
う
個
別
リ

ハ
ビ
リ
、
全
員
で
行
う
起
立
運
動（
立
ち
座

り
の
動
作
）や
レ
ク
な
ど
、メ
ニ
ュ
ー
が
豊

富
な
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
城  
ま
た
、
当
事
業
所
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
し
て
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の

目
標
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た「
リ

ハ
ビ
リ
カ
ー
ド（
4
ペ
ー
ジ
右
下
）」を
用

い
、
そ
の
日
達
成
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
る
こ
と
で
、
ご
本
人
と
職
員
で

状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。
ひ
と
つ
で
も
多

く
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
楽
し
ん
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

―
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
利
用
者
に

接
す
る
う
え
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
？

大
城  

私
た
ち
職
員
は
利
用
者
の
自
主
性

を
尊
重
す
る
意
味
も
含
め
、「
介
護
・
介

助
」と
い
う
言
い
方
は
あ
え
て
避
け
、
日
常

生
活
を
送
る
た
め
の「
訓
練
」と
心
得
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
普
段
の
生
活
を
一
日
で

も
長
く
送
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
行
っ

て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
が
、
日
常
動
作
を
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
た
め
の
練
習
だ
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
こ
と
は
積

極
的
に
挑
戦
し
、
苦
手
な
部
分
は
職
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

宮
城  

利
用
者
が
自
宅
で
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
、
小
さ
な
こ
と
で
も
何
気

な
い
会
話
か
ら
引
き
出
す
よ
う
意
識
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
イ
レ
に
時
間
が

か
か
る
の
が
少
し
気
に
な
る
と
い
う
方
に

は
、
ど
の
動
作
に
不
具
合
が
あ
る
か
を
確

認
し
、
改
善
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
様
子
や
体
調
は
日
々
変
化
す
る
の
で
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

金
城
金
城  

裕
之
裕
之

（
柔
道
整
復
師
）

（
柔
道
整
復
師
）

宮
城
宮
城  

志
郎
志
郎

（
作
業
療
法
士
）

（
作
業
療
法
士
）

外
間
外
間  

史
健
史
健

（
副
主
任
・
理
学
療
法
士
）

（
副
主
任
・
理
学
療
法
士
）

大
城
大
城  

一
哲
一
哲  

（
主
任
・
介
護
福
祉
士
）

（
主
任
・
介
護
福
祉
士
）

南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
南部徳洲会病院南部徳洲会病院
通所リハビ通所リハビリテーション事業所リテーション事業所
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大
城  

当
事
業
所
で
は
、
定
期
的
に
ご
本

人
と
ご
家
族
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

職
員
が
集
ま
り
、
リ
ハ
ビ
リ
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
目
標
の
達
成
度
合
い
の
確
認

や
、
そ
の
方
に
合
っ
た
十
分
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
て
い
る
か
を
検
討
し
日
々
の
活
動

に
フィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

が
1
0
0
名
い
れ
ば
1
0
0
通
り
の
リ
ハ

ビ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
か
ら
、一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
よ
り
良
い
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
職
員
一
同
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Staff Interview

利用者の声

車椅子利用から自力で歩けるように
私は、脊柱管狭窄症の手術を受け、しばらくは車椅子
を使っていました。こちらへ通いはじめてから、まずは
自力で立ち上がることを目標に、毎日の起立運動など
を頑張りました。その結果、筋力がアップし、四点杖を
使って歩くことができるようになりました。この先は転
倒しないように気をつけながら、一点杖で自由に歩け
るようになりたいですね。

通所リハビリで日々取り組んでいることや身体の変化、
今後の目標など、お話を伺いました。

リハビリのおかげで身体の痺れが改善
今は杖をついて歩けますが、ここに通い始めた3年前
は車椅子を利用していました。毎日のリハビリや職員
の方のマッサージのおかげで、ヘルニアで24時間悩
まされていた手足の痺れも改善。最近は、機械を使っ
た運動やストレッチ、1日100回を目指して起立運動を
続けています。スタッフや他の利用者と会話するのも
楽しみの一つです。

 9：30	 	送迎バスで到着。	
水分補給、バイタルチェック

 10：00	 	ラジオ体操、起立訓練、グループ体操、自主トレ、
個別リハビリ、物理療法など

 11：45	 食事前の口腔体操
 12：00	 	昼食、食後の口腔ケア
 13：00	 休憩（昼寝・談話・テレビ鑑賞）
	 	 	集団レク、柔道整復師によるリラクゼーション	

(１人10分程）、個別リハビリ
 15：30	 おやつ・水分補給、トイレ誘導、カラオケなど
 16：00	 送迎バスで帰宅

1日のスケジュール

荷川取 正一 さん

照喜名 清子 さん 一人ひとりに合わせ
たリハビリメニュー。
できたものには○を。
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Ⅰ　理　念
「生命だけは平等だ」の基本理念のもと、全人的・全身的
に患者様を診る能力を身につけるとともに、医療を通して
社会に貢献できる人格形成を目指す

Ⅱ　基本方針
１.		患者様の権利を理解し、安全を心がける
２.		医療スタッフと連携し、チーム医療を実践する
３.		基本的な診療能力を身につけ、適切な検査・治療が計
画できる

４.		基本的な検査・治療手技を身につける
５.		医師として必要なプレゼンテーション能力を身につける
６.		地域医療の積極的な参加を心がける
７.		生涯にわたって自己研鑽するための学習習慣を身につける

Ⅲ　理念の実行方法（研修計画）
１.		医療安全管理委員会・感染対策委員会への参加を通じ
て患者様の権利、安全管理に対する理解を深める

２.		オリエンテーションを通じてコメディカルの職務を理
解すると同時に、コメディカルとのカンファレンスを
通じてチーム医療の理解を深める

３.		日々の回診、カンファレンスを通じて基本的な診療能
力の習得に努める

４.		受け持ち患者様に対する手技を指導医の指導のもと安
全に施行する

５.		回診、カンファレンス、学会発表など状況に応じたプ
レゼンテーションを行う

６.		僻地・離島の研修を経験し理解を深める
７.		日々の症例を記録し常に学習、考察を行う

南部徳洲会病院臨床研修の理念

厚生労働省指定基幹型臨床研修病院とは、医学部を卒業し、医師免許を取得した医師（研修医）が卒後２
年間、基本的な手技、知識（初期研修）を身につけるために、厚生労働省の審査を受け、指定を受けた病
院のことです。
当院は、昭和 54年の開院当初から、研修医を受け入れ「救急を断らない、何でも診ることのできる医師」
の育成を目指し、南部地域の中心的病院として活動しています。

南部徳洲会病院は、厚生労働省指定基幹型臨床研修病院です。

オンライン医療講演のご案内
日　時：2023年9月27日（水）16:00〜
演　題：がんの緩和治療〜がんカテーテル治療〜

講　師：平安名 常一 放射線治療科	放射線部統括部長	

QRコードに
アクセスして
お申し込み下さい。

さば缶でたくさんとれるDHA・EPAの働き　
● 血管の若さを保つ
  血管を作る材料、細胞に入り込んで

血管をやわらかく保ちます。
●  コレステロール、中性脂肪値を下げる
● 血液サラサラ効果
  血管だけでなく、赤血球もしなや

かにして、血液をサラサラにします。 

そのため、血栓ができにくくなる効果
があります。血液もサラサラになるた
め、高血圧の改善にもつながります。

● 脳を活性化
  DHAは脳を作る主要な成分、神経

細胞を柔軟に保って活発にします。

カロリー102kcal／1人分 調理時間10分

作り方
①  わかめは、ボウルの中で水に戻す。
 さっと水洗いをして、一口大に切る。
②  きゅうりは乱切り、貝割れ大根は根元を落とし

て、半分に切る。さば缶の缶汁はきる。
③  梅干しは、食べやすいように小さくちぎる。しょ

うゆ、みりんを加えてまぜてたれを作る。
  ①②をあえて、さばとお皿に盛りつける。

さばの梅あえさばの梅あえ

 

かんたんレシピ 梅干しの酸味がきいた

材 料 （4人分）
さば缶（水煮）	 1缶
わかめ（乾）	 1ｇ
きゅうり	 1本
貝割れ大根	 1/3パック

梅干し	 2個
しょうゆ	 各小さじ1/2
みりん	 各小さじ1/2

管理栄養士さんの
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医療法人徳洲会	南部徳洲会病院は下記の事項を遵守して	
「いつでも、どこでも、だれでもが、安心して最善の医療を受けられる社会」を目指します。

基本理念

～ 生
いのち

命だけは平等だ～
生
せいめい

命を安心して預けられる病院、健康と生活を守る病院

１.	 	年中無休、24時間オープン。
２.	 	入院保証金、総室（大部屋）の室料差額冷暖房費等一切無料。
３.	 	健康保険の 3割負担金も困っている人には猶予する。
４.	 	生活資金の立替、貸与をする。
５.	 	患者さまからの贈り物は一切受けとらない。
６.	 	医療技術、診療態度の向上にたえず努力する。

基本方針

患者の権利章典
１.	 	患者は、何人も差別されることなく、適切な医療

を受ける権利があります。
２.	 	患者は、自分の診断・治療・予後についての情報

を理解できる言葉で説明を受ける権利があります。
しかし、そのような情報を患者本人へ直接伝える
ことが医学的に妥当でないと思われる場合は、代
理人へ伝えます。また、患者は、自身の診療・治
療に責任を持つ医師が誰であるかを知る権利があ
ります。

３.	 	患者は、法律によって許される範囲内で、治療を
拒否する権利があります。	 	
また、治療をしない場合の予測される結果につい
て知る権利があります。

４.	 	患者は、当院での診断や治療方法に関して、セカ
ンド・オピニオン（他院を含む他の医師の診断）
を受ける権利があります。また、患者は、不服を
申し立てる権利があります。

５.	 	患者は、個人情報やプライバシーについて、配慮
を求める権利があります。

６.	 	患者は、自身の診療録（カルテ）等の診療情報の
開示を求める権利があります。

７.	 	患者は、処置や治療の際に、医師から説明を受け
る権利があります。なお、緊急時を除いて、処置
や治療の内容だけでなく、それらに伴う合併症や
危険性についても説明を受ける権利があります。
また、代替方法や代替治療がある場合には、それ
らについての説明を受ける権利があります。

８.	 	患者は、病院内での安全な環境を提供される権利
があります。

９.	 	患者が意識不明か自己の意思表示が不可能な場合
には、インフォームド・コンセントは法の定める
代理人に対して行われます。法の定める代理人の
不在時に緊急の医療処置が必要になった場合には、
患者があらかじめそのような状況での医療処置を
拒否していない限り、患者の同意があるものとみ
なして医療処置を実施します。ただし、自殺企図
の場合には、患者の意思にかかわらず救命医療を
実施します。

10.	 	患者が未成年者あるいは法的無能力者の場合には、
法の定める代理人に権利があります。

11.	 	患者は自己の健康や保険サービスに関する選択が
行えるように、保健教育を受ける権利があります。
その保健教育には、健康的ライフスタイルや疾患
の予防、早期発見の方法に関する情報があります。

12.	 	患者は、人道的で尊厳のある終末期医療を受ける
権利があります。

13.	 	患者は、医学的のみならず精神的支援を受ける権
利があります。それには自らが選んだ宗教の聖職
者による支援を含みます。また、それを望まない
場合に拒絶する権利があります。

14.	 	患者は、疼痛の原因を知る権利があります。また、
疼痛に対する治療方針決定に関与する権利があり
ます。
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診療
開始時間

受付
終了時間 月 火 水 木 金 土 備考

内　科
総合診療 朝診 09:00 11:30

服部真己
平良智彦
山本俊二
兼次駿輔

服部真己
平良智彦
山本俊二
上原俊郎

平安山英達
平良智彦
渡慶次賀博
田寺修一
伊集唯行

平安山英達
服部真己
平良智彦
山本俊二
今村　恵

服部真己
平良智彦
玉城利昭
安次嶺裕

服部真己

※ Dr平安山、Dr玉城利昭の 
診療08：30～

※ Dr服部の診療
（月火木金）10：00～（土）09：30～
※ （水）Dr渡慶次は第3週診療10：00～
※（水・木） Dr平安山は完全予約制
※（金）Dr玉城は第1・3週
※Dr上原は予約制
※Dr安次嶺1日は休診

総合診療 昼診 13:30 16:00
清水徹郎
山本俊二
担当医

服部真己
渡慶次賀博
平良智彦
大場修治
伊集唯行

服部真己
西島　功
山本俊二
郷　克己

大場修治 当直医
※ （水）Dr渡慶次は第3週
診療13：00～（受付14：00迄）
※（木）Dr郷は第1・3・5週

呼吸器外来

朝診 09:00 11:30
山入端一貴（琉大）
【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】

妹尾真実
【呼吸器内科】

※ （火）Dr山入端は完全予約制
※ Dr妹尾は予約と紹介のみ
※ 胸部外科外来・SAS外来は 
予約制

下地光好
【胸部外科外来】

照屋孝夫（琉大）
【胸部外科外来】

昼診 13:30 16:00
妹尾真実
【呼吸器内科】
赤崎　満
【SAS外来】

赤崎　満
【SAS外来】

糖尿病外来

朝診 09:00 12:00 田尻 祐司 ※Dr田尻は9月は22日(金)のみ
※Dr鶴田は9月は8日(金)、9日（土）

昼診
13:30 16:30 田尻祐司

鶴田宗久
14:00 15:00 大城　讓 ※Dr大城は完全予約制

循環器内科
朝診

08:30 11:30 國吉達也
安里直美

國吉達也
安里直美

安里直美
大城 力（中徳）

川満克紀
安里直美

國吉達也
安里直美 伊集広城 ※予約制

※（水）Dr大城力は第1・3・4週
※（土）Dr伊集は第1・3週
※（土）Dr河野は再診のみ受付

08:30 11:00 河野秀幸
昼診 13:00 15:30 担当医

救急診療科
09:00～13:00 担当医

清水徹郎
担当医

清水徹郎
今村　恵 担当医

13:00～17:00 今村　恵 清水徹郎 清水徹郎 当直医
外　科

消化器科 朝診 09:00 11:30 西島　功
大城　敏

久志安範
玉城　聡

久志安範
担当医（中徳）

宮石慧太（琉大）
担当医（中徳）

玉城　聡
大城　敏 担当医

外科 昼診 13:30 16:30 担当医（琉大） 当直医 ※ （木）琉大は、Dr稲福又はDr喜瀬

心臓血管
外科

朝診 09:00 11:30 赤崎　満 瀬名波栄信 赤崎　満 下地光好 担当医 ※（金）Dr喜瀬は受付16：30迄
※ （土）担当医は
第1・3週 Dr赤崎（受付8：30～10：30迄）
第2・4・5週 Dr瀬名波昼診 13:30 16:00 西島　功 喜瀬勇也（琉大）

形成外科 昼診 13:30 16:30 大久保萌絵（琉大） 石原昌平（琉大）

特殊外来

朝診 09:00 11:30 池原康一
【乳腺外来】

下地光好
【二次検診外来】
池原康一
【乳腺外来】
長嶺信治

【乳腺・甲状腺外来】

※（土）Dr池原は9日、30日
※（土）Dr長嶺は2日、16日
※(木)Dr池原9月は14日のみ
　受付は9：00～11：00

昼診

13:30 15:30 嶺井　悟
【がんサポート新患外来】

嶺井　悟
【がんサポート再診外来】 ※再診外来は受付16：00迄

13:30 16:00 宮崎総一郎
【不眠症外来】月1回

※予約制
※9月は5日

14:00 16:30 仲榮眞盛保
【血管外科外来】

※ （木）Dr仲榮眞は第1・3週 
予約制

整形外科 朝診
09:00 11:00

大城義竹
喜瀨真行
上原俊郎

金城幸雄
砂川秀之
平良啓之

新垣宜貞
津覇雄一
新城宏隆

金城幸雄
新垣宜貞
平良啓之

砂川秀之
大城義竹
担当医

担当医
※ 初診の方は、診療情報提供書
（紹介状）が必要となります
※Dr上原は予約制
※(水)Dr新城は第1週
※ (金)担当医は第1・2・5週 Dr喜瀨、
第3・4週 Dr津覇09:30 11:00 東　千夏

（琉大）【リウマチ・関節】
山川　慶
（琉大）【脊椎】

大久保宏貴
（琉大）【手外科】

脳神経
外科

朝診 09:00 11:30 嘉手苅 勤 嘉手苅 勤 ※ Dr嘉手苅は予約と紹介のみ
※ （木）Dr山城は予約制昼診 14:00 16:30 山城勝美

皮膚科
朝診 09:00 11:00 冨永智（紹介のみ） 安東和代 担当医 安東和代 冨永智（紹介のみ） ※（火）Dr安東は第2・4・5週

※（水）担当医は第1・3週 Dr宮國、
　第2・4・5週 Dr安東昼診 14:00 15:00 安東和代 安東和代

泌尿器科
朝診 08:30 11:30 向山秀樹

島袋浩勝
上間南海子

手　術 向山秀樹
手　術 ※(火)Dr上間は診療09：00～

26日以降から11月末まで休診
となります

昼診 13:30 16:30 島袋浩勝
夕診 17:00 19:00 向山秀樹 向山秀樹

歯科口腔
外科

朝診 09:00 11:00
手　術

又吉　亮
後藤新平
慶田友里恵

又吉　亮
後藤新平
島田裟彩

手　術
又吉　亮
後藤新平
慶田友里恵
島田裟彩

担当医 ※ 初診の方は、電話にてお問
い合わせ下さい
電話受付時間
平日 11：00～12：00、15：30～16：30
土曜日 09：00～12：00昼診 13:30 16:00

産婦人科
朝診 09:30 11:30 計良光昭

松岡　恵
手　術
助産師外来

神山和也
松岡　恵

手　術
助産師外来

神山和也
計良光昭 神山和也 ※ 予約以外の方は、電話にて

お問い合わせ下さい
電話受付時間：平日12：00～14：00
※Dr松岡の昼診は受付15:00迄昼診 13:30 16:00 神山和也 松岡 恵 計良光昭 神山和也 松岡 恵

小児科

朝診
09:00 11:30 松茂良力

早田　航
朝倉秋乃
川下尋子

朝倉秋乃
松茂良力

早田　航
松茂良力

松茂良力
担当医 担当医 ※予防接種は1週間前迄に

　予約が必要です
※(土)予防接種 9月は2日です
※小児循環器外来は完全予約制
※(金)夕診担当医
    1日(金)、22日(金)、29日(金)は
    Dr松茂良
    8日(金)・15日(金)は福岡大学
※(土)朝診担当医（福岡大学）
　9日(土)・16日(土)のみ

09:00 11:00 予防接種（月1回）

昼診 13:30 15:30 【乳児検診／予防接種】 【乳児検診／予防接種】

特診 13:30 14:00 早田　航
【小児循環器外来】

早田　航
【小児循環器外来】

夕診 16:00 18:00 朝倉秋乃 早田　航 担当医

眼科
朝診 09:00 11:30 新城光宏 稲福ゆり（琉大） 新城光宏

※Dr稲福の診療09：30～
昼診 14:00 16:00 新城光宏

予約検査 手　術 新城光宏 新城光宏
予約検査

耳鼻咽喉科
朝診 09:00 11:00 吉田真也 吉田真也 野澤　圭（琉大） 親川仁貴（琉大） 吉田真也 金城秀俊（琉大）

※土曜日は完全予約制
昼診 14:00 16:30 喜瀬乗基（琉大）

リハビリ
午前 08:30 11:30 〇 〇 〇 〇 〇 〇
午後 13:30 16:30 〇 〇 〇 〇 〇

放射線治療科 09：00～16：00 橋本成司 眞鍋良彦 橋本成司 眞鍋良彦 眞鍋良彦 ※完全予約制
人工透析 09：00～17：00 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ストーマ外来 09：00～12：00 〇
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